
リスクを洗い出したあとは ･･･

リスクマネジメント方針

リスクマネジメントに
関する計画策定
リスク分析
リスク評価
ＲＭの目標設定
リスク対策の選択
ＲＭプログラム策定

リスクマネジメント実施

ＲＭパフォーマンス評価
及びＲＭＳの有効性評価
ＲＭＳに関する是正・
改善の実施
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１ヶ月目 ２ヶ月目 ３ヶ月目

Step1
リスク洗出し

Step2
リスクの評価

Step3
リスク評価

貴社のご要望にあわせ、作業方法、ヒヤリング対象者数およびアンケート部署
数等をお打ち合わせの上、詳細なお見積りをご案内いたします。

一般には約３ヶ月かかります。また貴社内で大規模にヒヤリングやアンケート
を行うと更に日数を要しますが、効率的な方法とスケジュールをご提案します。

リスク洗出し

標準的なスケジュールと料金

総
合
リ
ス
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スケジュール

料　　金

リスクマネジメントの具体的
な対策プログラムの策定
や実施体制がわからない

リスクマネジメントシステム
の運用や是正システム
が整備されていない

リスクマネジメントシステム
に必要なマニュアルや手順
書の作り方に悩んでいる

経営者のリスクマネジメン
トシステムレビューに資す
る監査体制が整ってい
ない

リスク対策プログラ
ムの策定・実施支援

リスクマネジメントシ
ステム運用チェックシ
ステムの構築支援

マニュアル・手順書・
文書・記録・帳票等
の作成支援

リスクマネジメントシス
テム監査の手順・計画・
チェックリスト等の作
成支援、監査員養成
研修、監査実務支援

継続的マネジメント活動においては、様々な問題・課題が発生します。
このようなお悩みに関しても最適なソリューションをご提案します。

リスクマネジメント活動におけるこんな課題に…

リスク
項目整理

対策優先
リスク決定

リスク算定
　（アンケート・

　　　　ヒヤリング等）

リスク
マップ作成
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総合リスクマップ
- リスクの洗出し・算定・評価 -



　上場会社は、2004 年 3 月期から有価証券報
告書へのコーポレートガバナンス及び事業等リ
スクの状況の記載が義務化されています。また
2006 年３月決算企業からコーポレートガバナ
ンスに関する報告書の提出と東証ホームページ
での開示が求められています。

　内部統制システム構築の中で求められるリス
クマネジメントは、リスクの実態把握からス
タートします。リスク情報の開示は、ステーク
ホルダーの最大の関心事であり、今後さらに深
掘りした開示が求められるようになると思われ
ます。

リスクの洗出しはリスクマネジメントのスタート台

リスク情報の効率的かつ説明可能な開示が求められています

　“総合リスクマップ ” は、貴社を取巻くリス
クを、総合的に、かつ効率的に洗出し・算定・
評価し、「リスクの見える化」を手助けします。
その成果物である “ リスクマップ ” と “ リスク
スコア表 ”は、説明可能な開示を可能にします。

　さらに 2006 年５月１日施行の会社法は、
大会社および委員会設置会社に対して、内部
統制システム構築、監査役や監査委員会によ
る監査、事業報告書での開示を義務化してい
ます。
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機械製造業のリスクマップ例

凡例 リスク区分 リスク区分の内容

基幹プロセスリスク 基幹プロセスの内的要因
に起因して発生するリスク

支援プロセスリスク 支援プロセスの内的要因
に起因して発生するリスク

外部環境リスク 事業を取り巻く外的要因
に起因して発生するリスク

経営プロセスリスク 企業経営の計画・遂行に
伴って発生するリスク
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企業を取り巻く
さまざまなリスク

総合リスクマップ
　　　　　STEP1 リスクの洗出し・算定
リスク洗出し

貴社内で想定されるリスク項目やリスクシナリオをア
ンケートで収集する方式、弊社が貴社の役員や社員
にヒヤリングする方式、ワークショップでのブレーン
ストーミング方式などによってリスクを洗出します。

リスク算定

リスク全体の把握・共有化

リスクの発生頻度と損害規模の算定基準を定め、
洗出したリスクを準定量的に算定します。

発生頻度と損害規模の算定値を相対的にプロットしたリスクマップを作
成し、ご提供します。リスクマップは、貴社のリスクの全体像をマクロ
的に把握し、社内で共有化するツールとして役立ちます。

ランク 発生頻度（目安）
1  100 年超
2 30 年超  100 年以下
3 20 年超  30 年以下
4 10 年超  20 年以下
5   5 年超  10 年以下
6   1 年超    5 年以下

ランク 損害規模（目安）
1      0.3 億円未満
2      0.3 ～ 3 億円
3       3 ～ 10 億円
4     10 ～ 30 億円
5   30 ～ 100 億円
6 100 ～ 300 億円
7      300 億円以上

製  造
設備 ･機械の損傷 ･故障
火災・爆発

製 品・品 質
品質不良 ･自主回収
製品欠陥事故・リコール

物  流
出荷納入の遅延・欠品
輸送 ･保管中の損傷

営 業・販 売
貸倒れ
事務処理ミス

情 報 シ ス テ ム
情報システムの大規模障害
通信回線断絶・停止
データ消去・改ざん

情 報・技術漏洩
顧客機密情報漏洩
個人情報漏洩
自社技術流失・漏洩

知  的  財  産
特許権侵害 ･被侵害
発明対価紛争

法  務・倫  理
関税法違反
過積載

自 然 災 害
 地震・津波
台風･集中豪雨
地滑り･山崩れ・地盤低下

対企業 犯 罪
盗難・放火・強盗殺人
強盗・殺人

マ ー ケ ッ ト
需要低下・景気低迷・競争激化
少数顧客や供給者への依存

＜算定基準表例＞

リスクマネジメント基本方針の明確化

対策優先リスクの決定

貴社が設定している経営上の価値基準に基づいて、リスクマネジメント上重要視する基準
（法令順守や人命優先など）を定めます。

リスク発生頻度・損害規模の算定結果、リスク対策レベル、基本方針に基づく評価結果
などを総合的に判断して、対策優先リスクを絞り込みます。
リスクスコア表にまとめてご提供します。

リスク
リスク算定 基本方針 対策優先

リスク発生
頻度

損害
規模

法令
遵守

人命
優先

 個人情報漏洩 4 4 5 1 ★★★
 地　震 1 6 1 6 ★★
 労働関係法違反 3 2 3 3 ★★
 情報システム障害 3 3 1 1 ★
 ○○リスク ○ ○ ○ ○ ★
 ○○○リスク ○ ○ ○ ○ ★

＜リスクスコア表例＞

総合リスクマップ
　　　　　STEP2 リスクの評価（対策優先リスク決定）
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ビジネス戦略  事業ポートフォリオ戦略
 の失敗

経営者・経営権
 経営者の疾病・死傷
 敵対的被買収・株式買占め
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